
人工生産アユ幼魚の輸送と淡水馴致について

大島展志・山本孝二

島根県では昭和５２年度から江川漁業協同組合アユ種苗生産センターで人工種苗（３．５９／1尾）

約１５０万尾生産放流しているが，０．５９サイズでは約４００万尾の生産が可能である。この生産力を

活用して０．５９サイズの種苗を昭和５７～５９年から県下各河川の中間育成場の設立と共に移し，

３．５９に育成して放流する計画が考えられている。このため，これら種苗の歩留り向上についての

技術開発が望まれている。これに関する試験については各県で行われているが，体重０．５９以下で

は歩留りにバラツキがあり，事業として不安定の要素があるとみられている。更に，産地での禰苗

の特質等があって地元にあった技術開発を行う必要があるようである。これにより，江川漁業協同

組合の協力を得て本試験を行った。

科と方法

種苗江川において採卵ふ化育成したふ化後１２０日経過したものを用いた。この間の育成餌料

は，初めシオミズツポワムシを主に与え，成長と共にミジンコを与えているが，９０日以降はミジ

ンコと人工飼料〔アユ用配合飼料十自家配合飼料（オキアミ・アミエピのスリ身十ビタミンＣ）〕

に切換えて飼育したものである。種苗の大きさは２段階のものを選び，平均体重0．６４９（０２１～

1.589）と平均体重0.189（００５～0.59)の２種である。０．６４９の半数は試験開始の１０日前

（２月２５日）から淡水馴致作業を行い，希釈海水（比重1.016-1.003)に馴した。

輸送昭和５６年３月５日に種苗生産センターから三刀屋内水面分場までトラックで運搬した。

輸送方法は，輸送方法による影響をみるためにトラックに帆布水槽（１トン）を設置し，圧縮酸素

を吐出したものと，ポリ袋（９０×４８噸）に圧縮酸素を封入した２方法によって行った。輸送用

水は現地飼育水（cll8d360ppm)の1／2海水と，希釈海水（Ｃｌ3,190ｐｐｍ）を用いた。種苗は

平均体重0.649のもの約2,500尾，平均体重０．１８９のもの約１，０００尾を供した。なお，輸送には
スレ消毒のためフラネーズ１ｐｐｍを用いた。

淡水馴致飼育種苗は運搬後直ちに室内の各試験水槽（塩ビ５０必．１３０‘)に各種苗の輸

送に要した海水を移し１００尾づつ収容した。淡水馴致は翌日から１０日まで連続して行い,毎日午

前中にピニールホースで水槽底の堆積物の除去をかねて飼育水の1／２．１／3を抜取り，直ちに地

下水を補給した。水温は16°Ｃ（±１℃）にするため，水中ヒーター（l0Owat）とサーモスタッ

トを使用し，送気により水の攪伴と酸素の補給を行った。飼料は江川漁業協同組合で使用していた
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配合餌料を随時与えた。へい死状況は毎日観察し，同時に水温と塩素量を測定した。なお，淡水馴

致後もそのまＬ１０日間飼育し観察した。

結果と考察

輸送輸送には２時間１５分を要したが，この間のへい死はなかった。水温は14.5ＤＣであっ

た。兵庫水試１，ではポリ袋輸送で過飽和の影響を認めているが，本試験ではみられなかった。これ

については追試を要する。一方，広島淡水指2)では幼魚の輸送を海水を含んだ水（１／2～1／3海

水）で行うことが歩留向上の条件としている。兵庫水試')・大分内水試3)でもこのことを認めてい

る。なお，今回の試験で輸送前にある程度淡水馴致を行い，希釈海水にしたものを淡水で運ぶこと

が考えられたが，これについて今後の試験を要するが，少量でも海水を用いた方が歩留りがよいよ

うに思われる。現地で希釈海水にすることは，中間育成地での淡水馴致の経費の節減に役立つだろ

う。

淡水馴致試験結果は表－１，図－１．２に示した⑦淡水馴致の効果を平均体重０．６４９の

ものについてみると，へい死は試験開始してから３日の間に多いが，輸送後直ちに淡水に移したも

のが６０～９０％の死，現地で希釈海水にしたものが２０～６５％のへい死率であり，前者よりや

Ｌ少ない。これに対し輸送後淡水馴致したものは，１例を除いて４％とへい死率が低い。この１例

は同一樋苗を1／2と1／3淡水のもので，夫々４％と２０％のへい死率であるが，この原因につい

てはわからない。なお，輸送中の運搬方法による歩留りの差は認められない。以上のことから淡水

馴致は必須条件と認められる。

次に，上記の種苗より小さい平均体重０．１８９のものは，淡水馴致したへい死率が約１０％であり，

止紀のへい死率より少し高いが，中間育成種苗として使用可能であると判断される。淡水馴致の歩

留りは，兵庫水試、によれば飼育来歴，即ち特に後期飼育（ふ化後７０日以降）における生物餌料

の給餌状況により異なるとし，輸送前の生物餌料の給餌が歩留りの向上につながるようである。本

試験樋苗は，９０日目以降はワムシからミジンコに切換え，市販の人工飼料と自家製の特別の餌量

を与えている。

なお，本試験で種苗を余分に運搬したもの約2,000尾は屋内の試験池（８２５〆)に移し，淡水馴

致せずに飼育したが，以後８～４日はへい死が多く約５０％のへい死と推察された。
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表-１アユ幼魚の輸送と淡水馴致試験
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要約

1）ｉｌ:川漁業協同組合の人工概苗生産幼魚の輸送と淡水馴致による中間育成試験を行った。

2）ドiiiYiの大きさは０．１８～Ｕ６８ｇのもので，海水を含んだ水で輸送し，淡水馴致によってよい

結果が得られた。

献文

1）柄多哲・田畑和男：昭和56年度全国湖沼河ﾉ||養殖研究会近畿，中国四国ブロック会議資

料，兵庫水拭,（１９８０）

2）村上恭祥：組織的調査研究活動推進輌業報告書，昭和５４～５５年度，広島淡水指，

３６－３９（１９８０）

3）縦[､信之ﾀﾄ３名:人工採iifiアユの池中養成について,大分内水面水試業務報告醤，目昭和４６

ｲﾄﾞ度撮昭和５１年度，（１９７８）

－１３３－


